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阿波の八ちゃん みなで、ようにせんか！
～砂レキが復活し、清流にアユが躍る那賀川づくり～

日時：シンポジウム 平成30年1月27日（土）13:00～17:30 約150名参加
フィールドツアー 平成30年1月28日（日） 8:30～13:00 約 60名参加

場所：徳島県阿南市ひまわり会館

■基調講演 －自然の川は変動するもの－ 京都大学 准教授 竹門康弘
・日本の川の生物は、変動を受けて生息しており、２億年前から姿を変えない

カゲロウもいるなど、変動に対して強い。
・目標に対して、過剰、不足があって、初めて目標の値となる。
・目標は、幅をもった設定とし、変動を許容する必要がある。

■事例報告
・長安口ダム置土モニタリング結果報告 那賀川河川事務所 安永副所長
・相模ダム 神奈川県 河川下水道部 河川課 調査グループ 伊藤副技幹
・下久保ダム 水資源機構 下久保ダム管理所 木戸所長

■総合的な土砂管理の現状について 砂防部 宇根総合土砂企画官

■パネルディスカッション コーディネイター 徳島大学 准教授 河口洋一
パネラー 徳大教授 武藤裕則、京大准教授 竹門康弘、

阿南高専名誉教授 湯城豊勝、土研 萱場祐一、事務所長 野本粋浩
・那賀川の河床は昔に比べ、低下している。
・置き土でアユの産卵床などの環境が良くなっているが、大きめの石も欲しい。
・川と人が離れていっており、関心を持ってもらいたい。
・河床上昇による治水への悪影響が心配である。
・一時的に悪くなる箇所もでるが、変動を許容した管理が必要。
・川口ダム下流に到達するのは３０年以上あとであれば、川口ダム下流にも置き土

をおきたい。

■那賀川の歌（ｵﾘｼﾞﾅﾙｿﾝｸﾞ） 阿南市立大野小学校 ４年生

竹門康弘准教授

大野小学校４年生

パネルディスカッション

シンポジウムは、約150名が参加し立見者が出るほど盛大に行われた。本シンポジウムでは、

京都大学の竹門准教授による基調講演や大野小学校４年生による｢清き那賀川｣の初披露、
徳島大学大学院の河口准教授をはじめとする６人でのパネルディスカッションを行った。フィー
ルドツアーでは、長安口ダムに堆積する土砂の掘削や掘削土砂の置き土砂状況を視察した
後に、置き土砂が到達している小計橋で川の近くまで降りて、瀬淵や河床材料について視察
を行った。シンポジウム等を通じて、流域住民との相互理解を深めながら、今後は川口ダム下
流への土砂還元の検討の必要性が確認された。
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■フィールドツアー行程
１．阿南駅 08:20集合、08:30出発
２．バス移動（細渕橋からの視察含む） 08:30 ～ 09:45
３．十二社（掘削箇所） 視察 09:45到着、09:50出発
４．ビーバー館で休憩 10:00到着、10:10出発
５．小浜大橋（小計置土砂） 視察 10:20到着、10:35出発
６．小計橋（河床の状況） 視察 10:40到着、11:40出発
７．バス移動 11:40 ～ 13:00
８．阿南駅 13:00到着

小浜大橋下流置土砂視察 小計橋（河床の状況）視察

現地での集合写真

小計橋（河床の状況）視察

小浜大橋下流置土砂

置土後
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